
プレーリストからの曲目やアーティストの相互関連抽出  
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iPodに代表される携帯メディアプレーヤーの出現により音楽業界の状況が大きく変わりつつある。  

iTMSに登録された個人的プレーリスト群に現れる曲目やアーティストの出現頻度の解析により、相  

互関連を表す概念グラフを構築する方式を提案する。  
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Portablemusicplayersarechaningthemusicentertainmentenvironment．Theycandown－  
loadthemusicthroughne七work．Thispaperproposesamethodfbrextractingrelationand   
popularityofsongsandartistswhichappearinplaylistsofiTMS（iTunesMusicStore）・  

スト名、ジャンルなどの情報がそれぞれ固有のIDと  

ともに表されている。  
1．はじめに  

W占bの発達にともない、経でも自由に様々なデータ  

を提供できるようになってきた。個人でも企業でも、  

単独のデータだけでなく、多数の同種類のデータをま  

とめて提供するサイトが増えている。例えば、商品、  

本、音楽など、個人の好みのものをリストとして他の  

人が見られるようにするページが増えている。従来  

の文字情報だけでなく、iPodなどの携帯音楽プレー  

ヤーとネットワークによる音楽配倍サービスという新  

たなネットワークビジネスが起こっている。例えば、  

iTMS☆MusicStoreには自分が好きな曲を選んでプ  

レーリストを作り登録できる。これらのプレーリスト  

は専用のソフトi¶ユneSを使うことで、他の人に伝え  

ることができ、さらに検索したり曲ごとにダウンロー  

ド（購入）できる（図1）。州つのプレーリストには、  

20曲程度の曲が並んでいる。各曲は、曲名、アーテイ  
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このように多数の人の推薦情報を用いて、本や映画  

を推薦するシステムは協調フィルタリングとして知ら  

れている8）。また、近年、音楽配信サービスの普及  

にともない、研究の段階から具体的なビジネスのため  

の特許として出願されるようになってきた。Crea鳥ive  

恥chnology社は、メタデータを使った曲の自動階層  

分類についての特許5）を取得している。Microso氏杜  

は曲の中で認知される音量、テンポ、楽器などと信号  
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処理技術を合わせることにより曲を分類し、類似曲の  

検索を可能にする特許9）を取得している。   

本論文では、このようなプレ←リストから、関連す  

る曲を抽出しさらにそれらの曲の相互関係を可視化し  

た概念グラフを構築する手法を提案する。このような  

概念グラフの構成は、曲だけに限らず、アーティスト  

や曲のタイトルに現れるキーワード群についても同様  

に行なうことができる。  

2．プレーリスト群に現れる曲とアーティスト  

の頻度解析  

Appleの音楽配信サイトiMixには2005年8月26  

日の時点で332，560個のプレーリストが登録されてい  

た。我々は、その中から約1／20にあたる13，480個の  

プレーリストをランダムに選択しダウンロードした。  

これらについて予備的分析2）を行ない、約60％に当  

たる7，919個のプレーリストでは5～20曲程度しか含  

まれていないことを確認した。全体の平均としては、  

一つのプレーリストに24曲が含まれている。また、〟  

つのプレーリストに含まれる曲数の分布については、  

Zipの法則が成り立つことを確認した。   

より具体的な分析として、出現頻度20位までの曲  

やアーティストの一覧を表1と表2に示す。このよう  

にランキングにより人気の度合を表すことは広く用い  

られている。しかし、単純に並べただけでは、単独の  

曲やアーティストが人気で何位になっているかという  

局所的な解析しかできない。曲の推薦を考えた場合、  

このようなランキングでは単に現在人気のある曲を、  

ユーザーの噂好に関係なく示すことしかできない。   

ある曲、あるいはあるア｝テイストを好きなユー  

ザーにとっては、単に人気のある曲やアーティストよ  

りも、その曲やそのアーティストが好きな人が推薦す  

るものに興味があると考えられる。そこで、プレーリ  

ストに出現する曲やア←テイストのうち100回個以上  

のプレーリストに出現するものを対象として、どの曲  

とどの曲が共起する度合が高いか、どのアーティスト  

とどのアーティストが共起する度合が高いか調べた。  

表4、表3は曲のペア、およびアーティストのペアで  

上位20位までの一覧を表す。ニつ並んだもののうち、  

左側のものの方が単独順位は上位となっている。   

しかし、このように共起頻度するものについて頻度  

を求めても、2つ間に強い関係があることが分かるだ  

けで、全体の中でその二つの関係がどのような位置を  

占めるかという大局的な分析はできない。曲のペアに  

ついての人気度を示す表4において、第一キーを曲、  

第ニキーを共起頻度としてソートすると、一つの曲と  

表1上位20曲  

順位  頻度  曲目   

1  583  TbisLove   
2  513  OceanAvenue   
3  510  TheReason   
4  493  BoulevardofBrokenDreams   
5  480  Sh（∋WillBeLoved   

6  413  One，TwoStep   
7  383  FloatOn   
8  

（SpikeMix）［BonusTねckj  

9   

10  336  Soul   
11  320  Mr．Brightside   
12  320  Holiday／Boulev訂dofBrokenDreams   
13  306  HeyMama   
14  298  Am8ricanIdiot   
15  286  AreYouGonnaBeMyGirl   
16  281  SomebodyToldMe   
17  279  IFbughttheLaw   
18  269  HardertoBreatbe   
19  268  lndaClub   
20  264  HeyYa！  

弟つ トイ  育り∩アーティスト   

順位  頻度  アーティスト   

1  1792  GreenDay   
2  1262  Maroon5   
3  1195  U2   
4  1157  Eminem   
5  970  OutKaβt   

6  913  50Cent   
7  883  Coldplay   
8  866  Jet   
9  850  BlackEyedPea5   
10  840  Blink－182   
11  780  Yellowcard   
12  761  Hooba＄tank   
13  745  Nirvana   
14  726  ModestMouse   
15  709  TheKillers   
16  646  BritneySpears   
17  630  CountingCrows   
18  619  TheWhiteStripes   
19  609  Ludacris   
20  602  GlユnSN，Roses   

共起する曲を共起の度合いが高い順番で見ることが  

できる。しかし、これはその曲についての解析だけし  

かできない。その曲と共起する曲がさらに他のどのよ  

うな曲と共起するか調べるには、2番目の曲について  

ソートし直さなければならない。本論文で提案する方  

法は、このような共起する様子を大局的に眺めること  

ができる。  
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順位  頻度   アーティストのペア   
つ∩細「アチノスト1  

440  Eminem  50Cent   
2  403  GreenDay  Blink－182   
3  390  GreenDay  M乱rOOn5   
4  362  GreenDay  Eminem   
5  357  GreenDay  TheKillers   
6  342  GreenD町  Yellowcard   
7  338  GreenDay  Jet   
8  320  GreenD叫r  U2   
9  312  50Cent  Ludacris   
10  307  GreenDay  SimplePlan   
四  303  GreenD叫′  GoodCharlotte   

12  298  Maroon5  Hoobastank   
13  298  GreenD叫′  Snm41   

14  297  Eminem  Ludacris   
15  294  GreenDay  BowlingforSoup   
16  287  Eminem  Ou七Ka5t   
17  284  Maroon5  Jet   
18  283  GreenDay  Hoobastank   
19  282  OutKaβt  Bla止EyedPea5   

20  271  Ye1lowcard  Hooba5tank  

とまっていたものについてより詳細な構造を調べるた  

めに分割したりする。また、可視化された単語群の意  

味をつかむために、その単語群に名前をつける、ある  

いは、単語群から代表元を求める。各クラスタを理解  

するために適当な名前をつけなければならない。クラ  

スタの配置では「似たものを近く」配置することがで  

きるが、上下左右の一関係に特別な意味はない。  

4．頻度を用いた概念グラフ  

本稿では、プレーリスト群に現れる曲の出現頻度を  

用いて、二つの曲の上位下位関係について新しい定式  

化を与える。二つの曲がランキングにおいて上位下位  

関係にあったとしても、聞く人達がそれぞれ異なって  

いればその二つの曲は関係ない。しかし、下位の曲を  

聞いている人の大半が上位の曲を聞いているような  

状況では、上位の曲はその下位の曲しか知らない人に  

とって興味のある曲と考えられる。また、上位の曲の  

曲しか知らない人にとっても、下位の曲の曲はそれほ  

どメジャーではなくても、ちょっと気になる曲と考え  

られる。   

このような観点から、文書集合における二つの単語  

の上位下位の関係を定義する6）。上）を文書集合、Ⅶ  

を単語とする。l〃が現れるか中の文書の個数（文書  

頻度）、すなわち、択d∈βlⅧがd中に現れる）  

を邸（叫巧で表す。二つの単誇叫Uの両方が現れる  

文書数を邸（w＊む，β）で表す。単薄塩とγについて、  

邸（Ⅶ＊町か）／邸（叫β）＞0・5かつ邸（叫か）＞邸（u，β）  

となっているとき、「文書頻度の観点からuはγの上  

位である」ということにする。  

3．ランキングやクラスタリングによる検索結  

果表示の問題  

ランキング  

プレーリストを文書と考え曲をキーワードと捉える  

と、複数の文書群における特徴的キーワードの抽出と  

抽出されたキーワードの関連を分析する問題と捉える  

ことができる。特に、特定の曲、あるいはア｝テイス  

トを含むプレーリストを対象文書群とすると、その曲  

ヤアーテイストに関連する曲やアーティストを求める  

ことになる。   

多数のデータを大局的にみる方法として様々な可視  

化技術の研究がある。検索結果のファイル群やそれら  

に現れるキーワードの分析としては、何らか一つの  

尺度によるランキングをつけて、一次元に表示にする  

ことが広く用いられている。しかし、ランク付けした  

としても、読むためには時間がかかり実質的に数十個  

しか読まない。内容的に異なるものが隣接して表示さ  

れることもある。近い内容的のものが遠く離れて表示  

されることがある。複数の観点で眺めることができる  

データであれば、どのように工夫しても、一次元表示  

を選べば、関連の強い項目であっても離れて表示され  

ることになる。   

クラスタリング   

クラスタリングは項目間の関係を平面的あるいは立  

体的に配置することにより可視化する。ばらばらだっ  

たものをまとめるクラスタリングしたり、ひとつにま  

図2 上位下位関係   

5．システム概要  

ダウンロードした13，480個のプレーリストについて  

の検索システムを作った。検索エンジンの主要部分に  

は、GETA4）を用いた。ユーザーは、曲あるいはアー  

ティストを探すためのキーワードひを入力する。シス  

テムはまず、そのキーワードを曲名あるいはアーティ  

スト名の中に含むプレーリストの十賢かを求める。W  

と関連あるキーワード祝は、ぜ（叫か）／邸（ぴ）＞0・5  
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と“SnoopDogg＆：Pharre11Williams（22）”を結ぶ枝  

は、SnoopDogg＆PharrellWilliamsを聞いている  

人の過半数が、Eminemを聞いていることを表す。な  

お、線で直接繋がれているものは、上に定義した上位  

下位の関係で、1段階の関係になっているものを表す。  

すなわち、二つの点PとQが枝で直接繋がっている  

ときには、上位下位の関係でその間にくるような点は  

ないことを意味する。   

このように、図4は単独のランキング（表2）やペ  

アのランキング（表3）からは理解することができな  

いアーティスト間の関連を可視化している。さらに、  

グラフの配置については、左側にあるものの方が人気  

が高いという意味を持っている。このように、検索結  

果の表示方法としてランキングやクラスタリングで問  

題となっていた事柄が解決できている。  

7．まとめと今後の課題  

プレーリスト群に現れる曲やアーティストの共起頻  

度を用いて上位下位関係の定式化を与え、曲をノード  

とする概念グラフやアーティストをノードとする概念  

グラフを構成する方法を提案した。iTMSからダウン  

ロードした一万件以上のプレーリストについて、検索  

と分析を行なうシステムを実装し、単純なランキング  

や共起頻度のランキングでは得られない関連情報を発  

見できることを示した。   

単語や概念の関連を分析する理論としては、概念  

束1）－3）やグラフィカル・モデル7），10）が知られている。  

本稿で提案する概念グラフの構成法とこれらの関連を  

明らかにすることは今後の課題である。   

本研究の一部は、平成17年度科学研究費16650030、  

16016267による。検索エンジンGETAの利用を認め  

ていただいた高野先生を始めとするGETA開発グルー  

プの方々に感謝します。  
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となる単語として定義する。ただし、ぴは13，480個  

のプレーリスト全体の文書群とする。曲Ⅷに関連の  

ある曲Ⅶとは、その曲伽を含むプレーリストの過半  

数のプレーリストにおいて、Wが現れていることを意  

味する（図2）。概念グラフのノードとして現れるⅦ  

としては、曲名、アーティスト名、単語の3種類のグ  

ラフを作ることができる。  

検束  

W［⇒  

その曲を含むプレリスト 夏雲警手豊訪覧  

図3 システム概要   

6．概念グラフの例  

アーティストのペア（表3）の一位には、“Eminem”  

と“50Cent乃のペアが現れている。単独のアーティ  

ストの順位では、Eminemが4位、50Centが6位  

となっている。単独順位ではEminemよりも下位の  

アーティストで、Eminemのペアとして上位20位に  

入っているものとして他に、Ludacri8、OutKastが  

あるので、Einemのフアンにこの二つのグループを推  

薦することができる。さらに、OutKa融より下位の  

ものでOutK鋸魂と共起してペア20位に入っている  

もの探すと、”BlackEyedPeaB”があること分かる。  

このような繋がりをたどることにより、Eminemと共  

起の度合いは高くないもので推薦候補を探すことがで  

きる。しかし、このように表を順番にたどるのは人間  

にとって容易なことではないし、このように推薦され  

ても直感的には理解しずらい。   

図4は、キーワードとしてEminemとして与え、  

関連するアーティストで共起頻度が20回以上のも  

のについて概念グラフを描いたものである。Em－  

inemの～つ下に現れるアーティストとして、“Jay－Z  

＆Linkin Park”、H50Cent門、HEminem＆Dido乃、  

“Snoop Dogg＆Ph訂rellWilliams”の4つのアー  

ティストがあることが分かる。“SnoopDogg＆Pharー  

rellWilliams（22）”のようにアーティストの横にあ  

る数値は、Eminemとこのグループが共起しているプ  

レーリストが22件あることを示す。左側にあるものの  

方が共起の度合いが高い。例えば、“Eminem（1156）”  

－36－   



4）汎用連想計算エンジン（GETA），http‥／／geta・eX・nii・aC・jp  

5）RonGoodman，HowardN．Egan，Automatic   

hierarchicalcategorization ofmusic by meta－   

data米国特許6928433，2005  

6）鹿川佐千男，下司義寛，和多太樹，文書群からの概   
念グラフの構成，情報処理学会研究会報告2005－   

Nし169，pp．79－84，2005  

7）宮川雅己，グラフィカル・モデリング，朝倉書店，   

1997  

8）P．Resnick，N・Iacovou，M．Suchak，P．Bergstrom，   

J．Riedl，GroupLens：Open Architecture for   

Collaborative Filtering of Netnews，In Con－   

fbrence on Computer Supported Cooperative   

Ⅵわrk，pp．175－18（；，1994  

9）Geo取eyR・Stanfield，EricBassman，System   

andmethodsfbrtrainlngatraineetoclassify   

fundamentalpropertiesofmediaentities米国   
特許6913466，2005  

10）RohiniSrihari，MiguelE，Ruiz，Munirathnam   

Srikanth，ConceptChainGraphs：AHybridIR   

Ftamework払r BiomedicalTbxt Mining，Pro－   

CeedingsoftheSIGIR2003WbrkshoponTbxt   

AnalysisandSearchfbrBioinfbrmatics，2003  

11）下司義寛，和多太軌安元裕司，関隆宏，鹿川佐千   
男，文書群の局所性と大域性の差を利用したキー   

ワード粒度評価，情報処理学会研究会報告2005－   

NL－168，pPJト12，2005  

稟A ト付つ∩細（曲1   

順位  頻度   曲のペア   

1 181 This Love SheWillBeLoved   
2  165  OceanAvenue   TlleRea50n   

3  157  ThisLove   Harder to Breathe 
4  156  ThisLove   TheReason   
5  147  AmericanIdiot   Holiday／Boulev訂dofBrokenDreams   

6  126  TbisLove   OceanAvenue   
7  121  Bo11levardofBrokenDreams   AmericanIdiot   
8  115  Let7sGetItStarted（SpikeMix）［BonusTrack］  托eyMama   
9  113  Bo111evardofBrokenDreams   One，TwoStep   
10  106  One，TwoStep   SinceUBeenGone   
11  106  SheWillBeLoved   Warder to Breathe 
12  101  One，TwoStep   Soul   
13  101  TheReason   SheWi11BeLoved   
14  101  One，TwoStep   MyBoo（BonusTrack）   

15  100  Holiday／BoulevardofBrokenDreams   GiveMeNovacaine／She7saRebel   
16  100  Mr・Brightside   Somebody Told Me 
17  96  LikerrbySoldiers   Mockingbird   
18  95  OceanAvenue   SheWillBeLoved   
19  94  Holiday／BoulevardofBrokenDreams   WakeMeUpWhenSeptemberEnds   
20  92  OceanAvenue   WayAw町   

－37－   
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